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ロ ク マ ル ＝ 6 0   6 0 人の 議 員 は 市民 の 代 表 。 さいたま市 議 会 の 動きをコンパクトに伝 えます。

市議会だよりさいたま｜No.83 2020.8.1

あなたはどのタイプ？
自宅から議会の動きをチェック
コロナ禍においても、議会では様々な取組みを行っています。
議会活動を知るためのツールをタイプ別にご紹介します。

新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処
方針に配慮した表現としております。



市議会では、本会議の様子をインターネットで生中継してい
ます。また、過去の録画映像も配信していますので、お好きな
時間にパソコンやスマートフォンでご覧になれます。

録画映像は、生中継終了のおおむね４日後に配信。

議会資料検索では、議案書をはじめ、実際に本会議や委員会
で配付される資料の検索・閲覧ができます。開催日ごとにフォ
ルダを設けるなど、情報を探しやすくしています。

定例会ごとに年4回、テレビ埼玉で放送している番組では、
定例会のダイジェストや委員会の正副委員長インタビューな
どをお送りしています。また、市議会ホームページで過去の放
送分も動画配信しています。

自宅で本会議を見る自宅で本会議を見る インターネット議会中継

その日の配付資料を丸ごと掲載その日の配付資料を丸ごと掲載 議会資料検索
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&市議会だよりさいたま
「ロクマル」

テレビ広報番組
「ようこそさいたま市議会へ」
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市議会ホームページでは、市議会議員の紹介や、議案の審議結
果、議会改革の取組みなど、様々な情報を掲載しています。ま
た、市議会の傍聴や市議会への請願・陳情の方法などもご紹介
していますので、まずは一度チェックしてみてください。

ホームページに
バックナンバーも掲載。
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「詳細検索」からキーワードで検索することも可能。
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ロ ク マ ル ＝ 6 0   6 0 人の 議 員 は 市民 の 代 表 。さいたま市 議 会 の 動きをコンパクトに伝 えます 。
市 議 会 だ よ り さ い た ま

www.city .saitama. jp/gikai/ index.html

市議会って結構、面白い。

～本会議の様子をのぞいてみよう！～

市の政策に関することから、身近な地域のことまで

本会議では多くのことが話し合われています。
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ロ ク マ ル ＝ 6 0   6 0 人の 議 員 は 市民 の 代 表 。さいたま市 議 会 の 動きをコンパクトに伝 えます 。

市 議 会 だ よ り さ い た ま｜No.78 2019.6.1
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暫定的に
左右逆転
しています

さいたま市議会では、ロクマルのほか、

ホームページやインターネット中継、テ

レビ番組など、議会の情報を様々な形で

お届けしています。コロナ禍の中、皆さ
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

職員の特殊勤務手当のうち、防疫等業務手当についての特例を設け、新型コロナウイルス感染症の患者
の救護や病原体に汚染された物件の処理などの業務に従事した職員に対し、１日につき上限3,000円
（感染の恐れが特に高い場合は上限4,000円）を支給する議案が議員から提出され、可決されました。

議員提出議案第11号　さいたま市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

新型コロナ患者などに対応した市職員の手当を増額

議員の海外派遣や委員会視察などの一部取りやめなどにより捻出した約1,100万円の財源を、新型コ
ロナウイルス感染症対策の拡充に活用することを市執行部に求める決議案が議員から提出されました。
一方、委員会からは、今年度のさいたまクリテリウムの開催見送りに伴い、市が交付する補助金の縮減
を図り、その財源も新型コロナ対策に活用するよう求める決議案が提出され、いずれも可決されました。

議員提出議案第13号　市議会における事業の見直しにより生み出された財源を新型コロナウイルス感染症対策の拡
充に活用することを求める決議　ほか１議案

議会費の見直しによる財源を新型コロナ対策へ

議員から「刑法等の性犯罪に関する規定の改正に向けた取組を求める意見書」案が提出され、可決され
ました。可決された意見書は、国会や関係行政庁に提出されます。

議員提出議案第12号　刑法等の性犯罪に関する規定の改正に向けた取組を求める意見書

市議会から国へ意見書を提出

議案第111号　専決処分の報告及び承認を求めることについて
（令和２年度さいたま市一般会計補正予算（第７号））　ほか　6議案

70億円超の補正予算議案が可決

6月定例会で審議された議案
　市長提出議案37件、議員提出議案4件（撤回された議案1件を含む）、委員会提出議案2件／合計43件

令和2年4月臨時会
（4月30日～5月8日／会期9日間）

令和2年6月定例会
（6月3日～6月26日／会期24日間）

新型コロナウイルス感染症対策に必要な財源とするため、令和3年3月までの間、議員報酬を議長20％、
副議長15％、議員10％減額することにより、総額約5,000万円を削減する議案が議員から提出され、可
決されました。

議員提出議案第7号　さいたま市議会の議員の議員報酬の特例に関する条例の制定について

議員報酬を削減し新型コロナ対策の財源に

市政運営の基本的かつ総合的な指針である次期総合振興計画について、市の基本的計画の在り方検
討特別委員会から、これまでに出された委員の意見をとりまとめ、市長に対し次期計画への反映につ
いて検討を求める決議案が提出され、可決されました。

委員会提出議案第3号　さいたま市次期総合振興計画の在り方に関する決議

市の次期総合振興計画に議会の意思を

感染拡大防止や医療提供体制の整備、雇用の維持と事業の継続などの支援のため、市長から専決処分
の報告を含む令和２年度補正予算議案が提出され、承認・可決されました。

＜主な事業＞

●民間検査機関によるＰＣＲ検査費用および入院の勧告・措置
　に伴う医療費の負担、移送体制の強化（1億3,455万円）
●ＰＣＲ検査機器や試薬などの購入（4,981万円）
●市内中小企業者への臨時資金融資（297億2,642万円）
●１人10万円の特別定額給付金の支給（1,333億6,907万円）

議案第102号　専決処分の報告及び承認を求めることについて
（令和２年度さいたま市一般会計補正予算（第３号））　ほか　４議案

新型コロナに対応するための補正予算議案が可決

4月臨時会で審議された議案　市長提出議案9件、議員提出議案3件、委員会提出議案1件／合計13件

新型コロナウイルス感染症へのさらなる対応のほか、防災対策の強化、教育環境の充実などを目的とし
た、総額70億円を超える令和２年度補正予算議案（専決処分の報告を含む。）が提出され、承認・可決さ
れました。

＜主な事業＞

●帰国者・接触者相談センターの相談体制やPCR検査体制の拡充
（6億9,619万円）
●市内小規模事業者などへの一律10万円の支給
（21億1,054万円）
●認可外保育施設の登園自粛者などへの保育料の一部助成
（5,097万円）
●児童生徒への「１人１台端末」の整備（7,575万円）
※債務負担行為の設定限度額38億5,823万円（令和3～7年度）

市議会では、３月に「新型コロナウイルス感染症に対する万全の対応を求める決議」を可決、５月には
各常任委員会からの要望書を提出するなど、市に対策を求めてきました。今般の状況を踏まえ、保健
所などでの相談体制の強化や、医師会や民間医療機関などとの緊密な連携による医療提供体制の整
備など、市執行部に対し感染症対策の更なる拡充を強く求める決議案が議員から提出され、可決され
ました。

議員提出議案第10号　新型コロナウイルス感染症対策の更なる拡充を求める決議

新型コロナ対策の更なる拡充を求める決議案を可決
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が
、
大
会
の

見
送
り
を
含
め
て
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
本
市
の
意
向
と
し
て
は
、
市
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
が
最
も
重
要

な
事
項
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
中
小
企
業
資
金
融
資
な

ど
、
市
独
自
の
支
援
を
行
う
に
当
た

り
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
お

り
、
今
後
、
一
層
の
財
源
確
保
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
る
事
業
の
中
止
な
ど
に

伴
い
、
不
用
と
な
っ
た
経
費
を
減
額

補
正
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
財
源

を
確
保
し
て
い
く
。

全
国
で
行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
対
応
の
遅
れ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
、
転

入
や
結
婚
、
出
産
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
ご
と
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
で
き
る
ウ
ェ
ブ
窓
口

を
創
設
し
て
は
。
ま
た
、
氏
名
な
ど

を
入
力
し
た
届
出
書
類
を
印
刷
し
て

窓
口
に
提
出
す
る
方
法
は
ど
う
か
。

本
市
の「
窓
口
パ
ッ
ケ
ー

ジ
工
房
」
の
オ
ー
ダ
ー

シ
ー
ト
を
活
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
導

入
経
費
や
本
人
確
認
の
方
法
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
国
に
お
い
て
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
先
進
市
の
取
組
み
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。
一
方
、

個
人
情
報
を
入
力
し
届
出
書
類
が
印

一
般
質
問

８
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
神
尊
志
／
帆
足
和
之
／
服
部　

剛

照
喜
納
弘
志
／
井
原　

隆
／
松
村
敏
夫

吉
田
一
郎
／
川
村　

準

市
の
政
策
・
行
財
政

ク
リ
テ
リ
ウ
ム
は
中
止
し

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
の
確
保
を

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

積
極
的
に
進
め
る
べ
き

質
問
者

福
祉
・
保
健
・
医
療

様
々
な
行
政
手
続
き
の
窓
口
と
な
る
区
役
所

オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
感
染
予
防
に
も
有
効

自
粛
に
伴
う
保
育
料
の
還
付

認
可
外
保
育
施
設
も
対
象
に
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定
保
育
施
設
以
外
の
認
可
外
保
育
施

設
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
対
象

を
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

認
可
外
保
育
施
設
の
中
で

も
、
本
市
独
自
の
設
置
基

準
を
満
た
す
ナ
ー
サ
リ
ー
ル
ー
ム
な

ど
の
市
認
定
保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

認
可
保
育
所
と
同
様
、
登
園
を
自
粛

し
た
場
合
は
保
育
料
の
負
担
軽
減
を

行
っ
て
い
る
。
一
方
、
そ
れ
以
外
の

認
可
外
保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
保

育
内
容
も
様
々
で
、
保
育
の
必
要
性

に
限
ら
ず
希
望
す
れ
ば
利
用
で
き
る

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は

負
担
軽
減
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
保
護
者
の
中
に
は
、

保
育
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
仕
事
を

休
み
、
登
園
を
控
え
た
方
々
も
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

も
踏
ま
え
、
登
園
自
粛
に
よ
り
感
染

防
止
に
取
り
組
ん
だ
保
護
者
の
負
担

軽
減
と
な
る
支
援
も
必
要
と
考
え
て

お
り
、
具
体
的
対
応
に
つ
い
て
速
や

か
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

医
療
体
制
の
拡
充
と
発
熱
外
来
の
設

置
を
求
め
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
公

立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
計
画
を
撤

回
し
、
充
実
す
る
よ
う
国
に
求
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
県
の
病
床
確
保
に

協
力
し
な
が
ら
長
期
的
な
視
野
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
現
在
、

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で

発
熱
の
相
談
を
い
た
だ
い
た
際
は
、

各
医
師
会
を
通
じ
て
医
療
機
関
を
紹

介
す
る
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
速

や
か
に
受
診
で
き
る
体
制
確
保
に
努

め
て
い
く
。
公
立
・
公
的
病
院
の
統

廃
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月

定
例
会
で
議
決
さ
れ
た「
再
編
統
合
の

議
論
が
必
要
と
位
置
付
け
ら
れ
た
公

立
・
公
的
医
療
機
関
等
か
ら
の
さ
い

た
ま
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
除
外
等

を
求
め
る
決
議
」に
基
づ
き
、
国
に
そ

の
重
要
性
を
申
し
入
れ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
医
療
機
関
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
市
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
に
お
い
て
、
議
論
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

３
カ
月
も
の
長
期
に
わ
た

り
学
校
で
学
習
が
で
き
な

か
っ
た
影
響
は
大
き
い
と
考
え
る
が
、

再
開
後
、
学
び
の
保
障
に
つ
い
て
は

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

感
染
拡
大
の
第
２
波
・
第
３
波
に
備

え
た
子
ど
も
の
安
全
対
策
は
。

３
月
の
未
指
導
分
に
つ
い

て
は
、
現
在
実
施
し
て
い

る
分
散
登
校
中
に
補
填て

ん

し
終
え
る
予

定
で
あ
る
。
４
月
・
５
月
分
は
授
業

日
数
33
日
分
が
不
足
し
て
お
り
、
ま

ず
は
夏
季
休
業
を
22
日
間
短
縮
し
補

填
す
る
。
残
り
の
分
は
、
土
曜
授
業

の
実
施
や
冬
季
休
業
の
短
縮
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
、
決
定
し
て
い
く
。

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
自
ら
が
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
正
し
い
理
解
の
も
と
、
適
切

な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
示
し
て
い
る
。

万
一
、
児
童
生
徒
の
感
染
が
判
明
し

た
場
合
、
教
育
委
員
会
内
に
学
校
支

援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
二
次
感
染
の

防
止
を
図
る
た
め
の
学
級
閉
鎖
、
ま

た
は
学
校
の
臨
時
休
業
な
ど
に
つ
い

て
、
総
合
的
か
つ
速
や
か
に
判
断
し

て
い
く
。

本
市
の
緊
急
経
済
支
援
の

状
況
や
追
加
の
経
済
対
策

は
。
特
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
非
営
利

団
体
は
支
援
の
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
が
、
地
域
経
済
や
雇
用
、
市
民
サ
ー

授
業
の
遅
れ
へ
の
対
応
と

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
安
全
対
策
は

第
２
波
に
備
え
る
た
め
に
も

医
療
体
制
を
拡
充
す
べ
き

教
育
・
文
化

６
月
15
日
か
ら
市
立
学
校
の
通
常
授
業
が
再
開

各
学
校
で
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る

非
営
利
団
体
も

緊
急
経
済
支
援
の
対
象
と
す
べ
き

経
済
・
産
業
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お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

議員の
市の

6月定例会「一般質問」ダイジェスト

　災害見舞金をいただきました
令和元年東日本台風の甚大な被害に伴い、各市議会議長
会および市議会の皆様から見舞金をいただきました。
改めまして、御礼申し上
げます。
見舞金は本市の防災対
策事業に充て、有効に活
用するよう正副議長から
市長に求めました。

【ご支援いただいた団体】
＜市議会議長会＞
　全国市議会議長会
　全国市議会議長会指定都市協議会
　関東市議会議長会　　埼玉県市議会議長会
＜市議会＞
　札幌市議会　　横浜市会

　議員の表彰
永年にわたり、市政発展に尽くされた功績に対し、全国・埼
玉県の各市議会議長会より次の議員が表彰されました。

30年表彰 鶴崎 敏康 議員 神田 義行 議員

25年表彰 添野 ふみ子 議員 青羽 健仁 議員

15年表彰 桶本 大輔 議員

　「ロクマル」デイジー版・点字版
　を発行しています
視覚障がいのある方に市議会の活動状況をお伝えするた
め、「市議会だよりさいたま（ロクマル）」の内容をCDに音
声収録したデイジー版を発行しています。また、点字版も
発行していますので、ご希望の方は秘書課（Tel.829-1748 
Fax.829-1984）までご連絡ください。

な
財
源
で
あ
り
、
水
道
事
業
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
も
減
免
を
直
ち
に

実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

一
時
的
に
水
道
料
金
の
支
払
い
が
困

難
な
市
民
に
対
し
て
は
、
最
長
６
カ

月
の
支
払
い
猶
予
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
さ
ら
に
最
長
１
年
間
の
範
囲
で

期
間
を
延
長
し
、
支
払
い
猶
予
の
拡

充
を
図
っ
て
い
く
。

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

に
お
い
て
、
２
０
２
０
年

代
を「
運
命
の
10
年
」と
重
要
な
位
置

付
け
を
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
想
定
外
の
費
用
を

要
し
て
い
る
。
一
方
で
、
ま
ち
の
成

長
に
関
わ
る
投
資
は
計
画
ど
お
り
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

引
き
続
き
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
必
要
な
取
組
み
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

な

く
実
施
し
て
い
く
。
一
方
で
、
中
長

期
的
な
観
点
か
ら
は
、
将
来
に
向
け

検
討
し
て
い
き
た
い
。
本
市
と
し
て

は
、
融
資
を
は
じ
め
、
事
業
者
の
規

模
や
実
態
に
応
じ
た
様
々
な
支
援
策

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
経
済
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
、

必
要
と
な
る
経
済
対
策
を
実
施
し
て

い
く
。

経
済
が
落
ち
込
む
中
、
暮

ら
し
へ
の
支
援
が
求
め
ら

れ
る
。
小
・
中
学
校
給
食
費
の
値
上

げ
の
撤
回
と
値
下
げ
を
求
め
る
。
ま

た
、
水
道
事
業
会
計
で
毎
年
大
幅
黒

字
を
出
し
て
い
る
水
道
料
金
は
、
生

活
と
地
域
経
済
支
援
の
観
点
か
ら
一

時
的
に
で
も
値
下
げ
す
べ
き
で
は
。

今
回
の
学
校
給
食
費
の
改

定
は
、
食
材
の
物
価
上
昇

な
ど
を
踏
ま
え
、
給
食
の
質
を
維
持

す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、

値
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。
経
済
的

な
理
由
で
教
育
に
か
か
る
費
用
負
担

が
困
難
な
保
護
者
に
は
、
就
学
援
助

制
度
に
よ
り
給
食
費
を
市
が
全
額
負

担
し
て
い
る
。
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
水
道
水
を
届
け
る
た
め
の
経
費

や
施
設
の
更
新
な
ど
に
充
て
る
貴
重

ビ
ス
を
担
う
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
対
象
と
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

市
内
事
業
者
に
甚
大
な
打

撃
を
与
え
て
い
る
状
況
を
受
け
、
市

は
、
無
利
子
・
無
担
保
・
無
保
証
料

の
臨
時
資
金
融
資
を
い
ち
早
く
実
行

し
た
ほ
か
、
事
業
規
模
が
小
さ
く
融

資
を
受
け
づ
ら
い
事
業
者
や
個
人
事

業
主
に
向
け
、
一
律
10
万
円
の
給
付

金
や
補
助
金
の
支
給
な
ど
も
実
施
し

た
。
な
お
、
非
営
利
団
体
に
つ
い
て

は
、
多
様
な
分
野
に
わ
た
る
活
動
や
、

事
業
を
通
じ
て
様
々
な
貢
献
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
国
や
県
の
支
援
策
の
周

知
に
努
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
さ
ら

な
る
支
援
策
と
し
て
、
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
か
ら
の
声
を
し
っ
か
り
聴
き
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
え
る

か
を
検
討
し
、
適
切
に
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
継
続
に
は
家
賃
問
題

が
ネ
ッ
ク
と
な
る
。
国
の
補
正
予
算

に
最
大
600
万
円
補
助
す
る
家
賃
支
援

給
付
金
の
創
設
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
が
、
市
は
こ
れ
に
上
乗
せ
す
る
形

で
補
助
制
度
を
設
計
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
す
で
に
無
利

子
・
無
担
保
・
無
保
証
料

の
資
金
融
資
や
小
規
模
企
業
者
・
個

人
事
業
主
給
付
金
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
本
市
独
自
で
家
賃
補
助
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
国
会
で
審
議
中
の
第
２
次
補
正

予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
家
賃

支
援
給
付
金
制
度
の
事
業
ス
キ
ー
ム

や
、
今
後
の
経
済
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
で
き
る
か

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

幅
広
い
分
野
で
活
動
す
る
非
営
利
団
体

そ
の
専
門
性
を
生
か
し
社
会
を
支
え
て
い
る

中
小
事
業
者
へ
の
家
賃
補
助

市
独
自
で
も
創
設
し
て
は

市
民
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

給
食
費
・
水
道
料
金
の
値
下
げ
を

「
運
命
の
10
年
」に
向
け
た

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
は
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お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

議員の
市の

6月定例会「一般質問」ダイジェスト

　災害見舞金をいただきました
令和元年東日本台風の甚大な被害に伴い、各市議会議長
会および市議会の皆様から見舞金をいただきました。
改めまして、御礼申し上
げます。
見舞金は本市の防災対
策事業に充て、有効に活
用するよう正副議長から
市長に求めました。

【ご支援いただいた団体】
＜市議会議長会＞
　全国市議会議長会
　全国市議会議長会指定都市協議会
　関東市議会議長会　　埼玉県市議会議長会
＜市議会＞
　札幌市議会　　横浜市会

　議員の表彰
永年にわたり、市政発展に尽くされた功績に対し、全国・埼
玉県の各市議会議長会より次の議員が表彰されました。

30年表彰 鶴崎 敏康 議員 神田 義行 議員

25年表彰 添野 ふみ子 議員 青羽 健仁 議員

15年表彰 桶本 大輔 議員

　「ロクマル」デイジー版・点字版
　を発行しています
視覚障がいのある方に市議会の活動状況をお伝えするた
め、「市議会だよりさいたま（ロクマル）」の内容をCDに音
声収録したデイジー版を発行しています。また、点字版も
発行していますので、ご希望の方は秘書課（Tel.829-1748 
Fax.829-1984）までご連絡ください。

持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
本
市

が
人
口
減
少
局
面
を
迎
え
る
ま
で
の

期
間
を「
運
命
の
10
年
」と
位
置
付
け
、

大
規
模
な
公
共
事
業
も
含
め
、
必
要

な
投
資
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
も
、
引
き
続

き
、
事
業
の
費
用
対
効
果
の
検
証
や

事
業
の
優
先
順
位
付
け
を
行
っ
た
う

え
で
の
財
源
確
保
な
ど
、
将
来
の
世

代
に
過
度
の
負
担
を
先
送
り
し
な
い
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

与
野
体
育
館
の
老
朽
化
に

伴
い
、
与
野
中
央
公
園
に

ス
ポ
ー
ツ
施
設
新
設
の
予
定
が
あ
る
。

市
に
は
興
行
用
ミ
ニ
ア
リ
ー
ナ
構
想

も
あ
り
、こ
れ
ら
の
複
合
化
で
ス
ポ
ー

ツ
の
ま
ち
の
中
核
施
設
と
な
る
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

本
市
は
、
成
長
加
速
化
戦

略
に
基
づ
き「
次
世
代
型

ス
ポ
ー
ツ
施
設
」の
誘
致
・
整
備
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
、
さ
い
た
ま

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
求
め
る

「
ア
リ
ー
ナ
」も
そ
れ
に
近
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
老
朽
化
し

た
与
野
体
育
館
の
移
転
先
候
補
地
と

し
て
与
野
中
央
公
園
を
検
討
し
て
い

る
が
、
次
世
代
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は

地
域
経
済
の
振
興
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
な
ど
も
期
待
で
き
、
賑

わ
い
創
出
の
面
か
ら
も
大
変
有
効
で

あ
る
。
地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関
な

ど
と
も
連
携
・
協
議
し
な
が
ら
、
ミ

ニ
ア
リ
ー
ナ
を
含
め
、
次
世
代
型
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
誘
致
・
整
備
の
可
能

性
に
つ
い
て
も
鋭
意
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。
今
年
度
中
の
事
業
者
決

定
を
目
指
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

与
野
中
央
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設

新
設
に
向
け
た
方
針
は   

移
転
先
候
補
地
と
し
て
検
討
中
の
与
野
中
央
公
園

ま
ち
の
中
核
施
設
と
し
て
地
域
の
期
待
は
大
き
い
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市議会だよりさいたま（ロクマル）No.82の世帯配布中止について

5月1日発行号として全世帯へ配布を予定していたロクマルNo.82は、表紙が市内
公園でバーベキューを楽しむ人々の様子をイラストで表現したものであり、3月19
日に開催した議会広報編集委員会で承認したものでした。
しかしながら、4月7日に新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が出されたこと
を受け、4月27日の議会広報編集委員会において、表紙イラストが当時の状況にふ
さわしくないと判断し、各世帯への配布を中止することといたしました。
配布をお待ちいただいていた市民の皆様には心よりお詫び申し上げます。なお、ロ
クマルNo.82の内容は、市議会ホームページからご覧になることができますが、冊
子を希望する方には郵送いたしますので、お手数ですが、秘書課（Tel.829-1748）
へご連絡ください。
今後とも、さいたま市議会の議会広報事業にご理解いただきますよう、よろしくお
願い申し上げます。

「トピックス」では、市議会が行った提言が新年度予算にどう
反映されたのかを検証しました。

 各委員会から感染症対応を市長に要望
 各常任委員会からの要望事項をまとめ、５月１日、市長へ要望書を提出しました。
 市執行部からは、６月定例会中の各常任委員会で、対応について報告を受けました。

＜主な要望事項＞
●総合政策委員会 危機管理の強化と体制整備、経済支援に向けた財源の確保、

事業者支援策の拡充　など
●文教委員会 オンライン学習環境の整備、校内の感染拡大防止策、

子どもの安全・心理的ケア　など
●市民生活委員会 救急搬送時の安全対策、便乗・悪質商法の防止、

DV 被害者への対策　など
●保健福祉委員会 PCRセンターの整備、医療体制の拡充、

保育所利用料の減額や事業者補助　など
●まちづくり委員会 公共交通の維持、公共用地の活用、上下水道料金などの減免　など

※要望書の詳細は、市議会ホームページでご覧になれます。

　“3 密 ”を避けた議会運営を実施
 議会運営においては、3 密を避け、ソーシャルディスタンスを確保しながらも、

議会の役割を果たすべく、様々な取組みを行いました。

●議場出席者（議員・市職員）の絞り込みを行いました。
●常任委員会を広い会議室で1日ずつ分けて開催し、出席者間で一

定の距離を確保し、審査を行いました。
●一般質問の日程を圧縮し、常任委員会の審査日程を確保しました。
●議場や委員会室の傍聴席では、座席の間隔を空けて着席いただき

ました。

緊急事態宣言は解除されましたが、再び感染が拡大することがないよう、今後は「新しい生活様式」を取り入れながら、
完全な日常を取り戻していくことが大切です。市議会としても、引き続き感染の抑制に努めてまいります。

市議会では、新型コロナウイルス感染症に関し、議員提出議案として、議員報酬の削減や対策の拡充を求める決議などを
議決しました（詳細は４・５ページ「クローズアップ」に掲載）。このほかに市議会が行った取組みをご紹介します。

新型コロナウイルス感染症に対するさいたま市議会の取組み

＜主な取組み＞

（7月3日時点の情報をもとに作成しています）

写真（下）は総合政策委員会

◎…委員長  ○…副委員長　令和2年6月10日現在 委員会の紹介委員会の紹介
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佐
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化
構
想

決
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会

総
合
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策

総
務
、行
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、税
、経
済
、観
光
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ど

◎
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○
石
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司
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市議会だよりさいたま（ロクマル）No.82の世帯配布中止について

5月1日発行号として全世帯へ配布を予定していたロクマルNo.82は、表紙が市内
公園でバーベキューを楽しむ人々の様子をイラストで表現したものであり、3月19
日に開催した議会広報編集委員会で承認したものでした。
しかしながら、4月7日に新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が出されたこと
を受け、4月27日の議会広報編集委員会において、表紙イラストが当時の状況にふ
さわしくないと判断し、各世帯への配布を中止することといたしました。
配布をお待ちいただいていた市民の皆様には心よりお詫び申し上げます。なお、ロ
クマルNo.82の内容は、市議会ホームページからご覧になることができますが、冊
子を希望する方には郵送いたしますので、お手数ですが、秘書課（Tel.829-1748）
へご連絡ください。
今後とも、さいたま市議会の議会広報事業にご理解いただきますよう、よろしくお
願い申し上げます。

「トピックス」では、市議会が行った提言が新年度予算にどう
反映されたのかを検証しました。

 各委員会から感染症対応を市長に要望
 各常任委員会からの要望事項をまとめ、５月１日、市長へ要望書を提出しました。
 市執行部からは、６月定例会中の各常任委員会で、対応について報告を受けました。

＜主な要望事項＞
●総合政策委員会 危機管理の強化と体制整備、経済支援に向けた財源の確保、

事業者支援策の拡充　など
●文教委員会 オンライン学習環境の整備、校内の感染拡大防止策、

子どもの安全・心理的ケア　など
●市民生活委員会 救急搬送時の安全対策、便乗・悪質商法の防止、

DV 被害者への対策　など
●保健福祉委員会 PCRセンターの整備、医療体制の拡充、

保育所利用料の減額や事業者補助　など
●まちづくり委員会 公共交通の維持、公共用地の活用、上下水道料金などの減免　など

※要望書の詳細は、市議会ホームページでご覧になれます。

　“3 密 ”を避けた議会運営を実施
 議会運営においては、3 密を避け、ソーシャルディスタンスを確保しながらも、

議会の役割を果たすべく、様々な取組みを行いました。

●議場出席者（議員・市職員）の絞り込みを行いました。
●常任委員会を広い会議室で1日ずつ分けて開催し、出席者間で一

定の距離を確保し、審査を行いました。
●一般質問の日程を圧縮し、常任委員会の審査日程を確保しました。
●議場や委員会室の傍聴席では、座席の間隔を空けて着席いただき

ました。

緊急事態宣言は解除されましたが、再び感染が拡大することがないよう、今後は「新しい生活様式」を取り入れながら、
完全な日常を取り戻していくことが大切です。市議会としても、引き続き感染の抑制に努めてまいります。

市議会では、新型コロナウイルス感染症に関し、議員提出議案として、議員報酬の削減や対策の拡充を求める決議などを
議決しました（詳細は４・５ページ「クローズアップ」に掲載）。このほかに市議会が行った取組みをご紹介します。

新型コロナウイルス感染症に対するさいたま市議会の取組み

＜主な取組み＞

（7月3日時点の情報をもとに作成しています）
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1人1台端末と通信ネットワーク環境を整備
次世代を生きる子どもたちにとって、教育におけるICT技
術などの効果的な活用が求められる一方、学校現場のICT
環境の整備は遅れており、自治体間の格差も大きいのが現
状です。こうした課題を解決するため、国がまとめたGIGA
スクール構想では、「児童生徒向けの1人1台の学習者用端
末と、高速大容量の通信ネットワーク環境を一体的に整備
し、公正に個別最適化された学びを全国の学校現場で持
続的に実現する」としています。

新型コロナウイルスの影響で構想を加速
社会構造が大きく変化する中、令和時代のスタンダードな
学校像として、全国一律のICT環境の整備は急務であり、
また、コロナ禍でその需要はさらに高まっています。国は、
構想を加速し、緊急時であってもICTの活用によりすべて
の子どもの学びを保障できる環境を早急に実現するため、
補正予算を計上しました。本市においても、国の構想に基
づき、児童生徒１人１台端末の整備と、併せて学習用ソフト
ウェアなどの導入を進めています。

この議会広報紙は614,100部作成し、１部当たりの作成経費は8円です（企画編集の経費を含みます）。

４月臨時会および６月定例会は、新型コロナウイルス感染症
の拡大を防止するため、引き続き効率的な議会運営に努め
ました。一日も早く事態が終息し、市民の皆様が安心・安全
な生活を取り戻せるよう、市議会としても様々な取組みを進
めてまいります。
さて、今号から議会広報編集委員も新たなメンバーとなりま
した。今後も、より一層親しみやすい広報紙を目指してまい
りますので、引き続き「ロクマル」をよろしくお願いします。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

渋谷佳孝 高柳俊哉

服部　剛 都築龍太 出雲圭子
冨田かおり 小川寿士 谷中信人
新藤信夫 神田義行 江原大輔

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。検索さいたま市議会

ロクマル　キーワード

Keyword 6月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

『GIGAスクール構想』
 （Global and Innovation Gateway for All）

会期日程は、ホームページをご
覧ください。くわしくは議事課

（Tel.829-1753）までお問い合
わせください。

毎定例会後、広報番組「ようこそさいたま市議会へ」をテレビ埼玉で放送し
ています。くわしい放送日時は秘書課（Tel.829-1748）までお問い合わせく
ださい。過去に放送した番組も市議会ホームページで配信しています。

テレビ番組

9月2日～
次の定 例 会は

さいたま D i a r y
ダイアリー

アクセス 浦和駅・北浦和駅・中浦和駅から徒歩約15分

浦和区今号の表紙の場所は

本会議・委員会の傍聴 インターネット中継
会議の模様をライブ配信

（生中継）・録画配信して
います。ホームページから
アクセスしてください。

スマートフォン・
タブレットでも！

開催日当日、議会棟３階
で受け付けしています。

※感染症対策にご協力
をお願いします。




